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-.- ①

い

②

① X (A+ 1 ) より

(Ft 1 ) (F- 1 ) つ( t (Ft 1 ) Y = (A + 1 ) (A - 1 )

4 つ( t (Et t ) y = 4 . . . D
'

一) つ( t (Ft 1 ) J = A + 1 . . . ②

3 つ( = 3 -A

x =

3→

② X (A - 1 ) より

(F- 1 ) の( t ( A - 1 ) (A + 1 ) y = (Ft 1 )(A - 1 )

(F - 1 ) つ( t 4y = 4 . . . ② 1

一) (A- 1 ) つ( t y = A - 1 . . . D

3 y = 5- A

y =t

( R . y ) = (
ろな
ー ,
t )

11
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(I) - C = 2 の とき ( A
,
B ) = ( l

,
l )

、 C = 3 4 ( A .
B ) = ( 1 , 2 ) ( 2 ,

1 )

、 C = 4 4 ( A , B ) = ( 1
,
3 ) ( 2 ,

2 ) ( 3 , 1 )

、 C = 5 n ( A , B ) = ( 1 ,
4 ) ( 2 . 3 ) ( 3 、

2 ) ( 4 . 1 ) 1
,喪、

. C = 6 4 ( A ,
B ) = ( 1 . 5 ) ( 2 .

4 ) ( 3 .
3 ) ( 4 .

2 ) ( 5.
1 )

(2) 両辺 を 6倍 して 3A t B = 2 C

B = 2 C - 3A

2 C = 2
、 4.6.8.10 、

1 2

3 A = 3.6.9.12.15.18

2 C - 3A が 1 ~ 6 と なる組み合わせ を 見つける 。

. 2 C - 3 A = 1 の とき ( 2 C 、
3A ) = ( 4 .

3 ) ( 1 0
、 9 )

< = 2 n = ( 8 , 6 )

、 = 3 り = ( G
,
3 ) ( 1 2

,
9 )

= 4 4 = ( 10 .
6 )

= 5 4 = ( 8 , 3 )

= G 4 = ( 12,6 )
以上興り
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( 2七、 4で)

F
( 七

、
七2)

(1) 点 C の 外座標 を t と する と 、

△ ECD は 正三角形 なので

D の つく 座木栗 は 2七 となる 。

i. D ( 2 t . 4 t
2 )

BC と y軸 と の 交点 を F と し て
、 EF を 2通り で 表す と

、

D と C の は 座木票 の 差 E F = 1 : 2 :B の △ EFC の EF

4ピ - ピ = Ft t ( 3t -B ) = O
B B

3で = Ft t = 0
. J

Et

(2)

A
_

29
、
D

正三角形 1 辺 の 長さ を G と する と
、

謙 大 台形 ABCD の 面積
転Tli , G = ( za ta ) × Tax t = 事 a

2

△ ADG = I 台形 ABCD なので

2axhx I = I ×T d a =望 を代入4、、ぼ も がくうた
=槪 -6-

3でぽ 事
は座標 も

C ( B . j ) D (祭が
CD : y = がる に まで に代入 して

、
水 =遐✗



ᲮᲨ 
 
  
　

＇
(I)

XA 、 YA を 結び

< A CX = 0( とおくと

△ X AC と △ YA D は

二等辺三角形 なので

< A CX = < CA X = N

LADY = < DAY = 2(

か △ A CX の 外角 の 性質 より < A XY = LAYX = 2 つし

く CAD = < CA × t < X AY t < DAY

1 35
0
= っ( t ( 1 80 - 4つく ) t つ(

2つ( = 45
° つまり △ XAY は 45945990

°

の

直角 二等辺三角形

CD = CX t XY t YD 半径 1 の 円 なので

= AX + XY + AY ( AX = AY = 1
,

- I + F + 1 XY = 1 ×た =F
)

= 2 t F
-



0 A = 0B = OC = y と する 。

△ A EX は 45945990
°
の

直角二等辺三角形 なので E
'

r
AX = 1 より AE = XE =

三

•

。
④ △CEO において 三平方の 定王里 より

CE
2

+ E 0
2
= Co

2

F
CE = CX + XE = HE

IE 0 = 0 A - AE = y 、f
を 代入 する 。

CO = y

(け) )2 + ( ま ー も )2 = y
2 y =

2 +た

_

l tEtt t は
2
- FJ t j = y2 = trizee
E y = 2+F

= Et 1

四角形 OACD = CD × AO × I
= ( HE ) (Et l ) × I

=

2た 十等 二

/喪/
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＇

(1)
v
E

F

B
7

C
①

、
②

、
③ より

斜辺と 他の 1 辺 が

△ E FC と △ BFC で
それぞれ 等しい ので

< FEC = < FBC = 90。 ① △ E FC 三 △ BFC

FC = FC ( 共通 ) ・ ・ ・ ②
、 、 対応する辺 の 長 さ は 等しい ので

EC = BC ( 正方形 ) ・ ・ ・ ③ EF = BF
☐

(2) 3 3
EF = FB = 水 とおくと / 1 Y

- 1 つ

△ AFM で 三平方 の定理 を用い て /
Y

( 6 -つげ+3た ( 3 + x )
2

6 一つ(
3 6 - 12つけつに+9=9+6つ( t つに 、

「
18つ( = 36

\
,
-

7(

x = 2 i
. AF = 4

E
△ GEF い △ MA F より

E 、 G AT
3

、 M 左図 より Mた5
,
GF = E

2
-0 AG = AB - GF - FB

F
' 4

= G - E - 2 = E
F
'

i AG : GF : FB = 事 : Ei 2 = 3 :5 : 4
→
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(1) A

八
3

た畷かまた孕

C (
B
) B △ ABC = Fsx ?⃝× I =

3た
オ
et

(2) G を 通り
、

△ ABC に 平行な平面 で 三角柱 を 切り
、

交点 を I 、 J と おく 。

△ GIH と △ B AH で I

GH = BH ( 正三角形 ) . . . ① 1

<GI H = 〈 BA H = 90
°

' ' ' ② zx J う、

GI = BA ( 仮定 ) . . . ③ I、
①

、

②
.

③ より

斜辺 と 他の 1辺 が それぞれ 等しい の で B _、

3

△ GIH 三 △ BAH と なり

IH = AH つまり H は IA の中点 と わかる 。

IH = 水 と おく と CG = 2)( と なり

△ GC B と △ BA H の 三 平方 の定五里 で GB = BH で立式。

(2)し )4 (B )
2

= 32+ x
2

42(
2

+ 3 = 9 t つ(23
つした 6 つにF

-0続き



(2) の 続き

求める 立体 の 体積 =
F

( 三角柱 GII - CAB )①
/ F

- ( 三角錐 H - G IJ b
2E J IF- ( 三角錐 H - GBJ ら 、
Fs _、

3

① = △ ABC × GC

=

3「
_

x V2 = t
以上より

理事 - E
② = △ ABC × IH × j

=

6た 一幾二 t × F × j =t
=

3方法
→

③ = △G JB × 孁 × j
von

(1) の 高 さ

二 Fsx 2た × I ×要 × お

= 函 = 事


